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研究紹介 

組紐技術を活用したフレキシブル導波管 
 

 
 

福井県⼯業技術センター、株式会社⽶澤物産(福井市) 、オリンパス株式会社(東京都)の３者が、繊維技術
を活⽤した通信ケーブルを開発しました。 

⼀般的な導波管は⾦属製の管であり、重く、⾃由に曲げることが困難です。それに対し、今回開発した導
波管は、繊維技術を応⽤することにより、軽くて柔軟性に優れており、５Ｇに対応した⾼速⼤容量通信も可
能です。 
 
１ 概要 

導波管は伝送損失が⼩さいため、ミリ波帯以上の周波数において、各種電気信号や電⼒の伝送路として広
く利⽤されています。⼀般に利⽤されている導波管は、⾦属の管で構成されているため重く⾃由な⾓度に曲
げることが困難で、施⼯性に劣る問題があります。 

そこで、組紐技術を活⽤することにより、芯に誘電損失の⼩さい誘電体、外側に薄い⾦属層を配置した軽
量でフレキシブルな導波管を開発しました。外側の薄い⾦属層は、⾦属箔と樹脂フイルムをスリットした平
箔⽷を組紐構造にすることで、曲げてもシワが発⽣しない外導体を形成しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
２ フレキシブル導波管の性能 
 60GHz⽤フレキシブル導波管の伝送特性（測定結果から算出した１ｍあたりの伝送損失）は、60GHz近
辺で7〜8dBと⼩さく、従来の⾦属製導波管を代替することができます。なお、本導波管は軽量で耐熱性の
⾼い材料で構成しているため、重量は10ｇ/m以下と軽く、150℃の⾼温下でも問題なく使⽤できます。ま
た、強い曲げによる特性劣化は0.5dB以下と⼩さく、５万回の繰り返し曲げ試験にも耐えられることを確認
しています。 
 
 

 

 

 

 

 

 

３ 共同研究成果の出展 
令和元年6⽉5〜7⽇「電⼦機器トータルソリューション展2019」、

10⽉15〜18⽇「CEATEC2019」、10⽉24〜25⽇「北陸技術交流テ
クノフェア2019」において、㈱⽶澤物産ブースで展⽰を⾏いました。 

今後、新規需要の獲得を⽬指していきます。 
 
 
 

素材 PI25μmt/Cu9μmt平箔⽷

幅×打数 幅0.3mm×32打

素材 e-PTFE (εr〜1.5)

断⾯形状 3.3×1.7mm ⼩判型

外導体
(平箔⽷)

内部
誘電体

フレキシブル導波管の構造 フレキシブル導波管 フレキシブル導波管の表面 

平箔糸

誘電体内部誘電体 

外導体（平箔⽷） 

60GHz 用フレキシブル導波管の素材構成と伝送特性 

導波管を曲げた状態 

＜お問い合わせ先＞ 
福井県⼯業技術センター 村上 哲彦 TEL:0776-55-0664 
(公財)ふくい産業⽀援センター 末定 新治  
㈱⽶澤物産 河上 敬則 TEL:0776-56-0135 
オリンパス㈱ 渡邊 正 TEL:0266-41-4295
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研究紹介 

次世代農業を実現可能な IoT 環境制御システムの機能強化 
  

 
 

農業⽤ハウスによる野菜、果樹、花き等の栽培では、植物の⽣育状態、収穫適期、病害⾍の発⽣状況などを判
断するための観察眼やそれに対応した⾼度な栽培管理技術が必要であり、栽培経験の蓄積が不可⽋となっていま
す。近年、栽培する品⽬に応じて温度、湿度、照度などの環境を制御し、⽣産性を⾼める取組が注⽬されていま
す。しかし、農業⽤ハウスでの栽培に取り組む多くの⽣産者は、その⽇の天候に合わせて⽔やりや換気などを⼿
作業で⾏い、ハウス内の環境を制御しており、旅⾏などでハウスから離れることは敬遠され、このことが若⼿の
⽣産者が少ない原因の⼀つとなっています。 

そこで、グラスITフィールズ株式会社では、福井県⼯業技術センター、福井県農業試験場、福井⼯業⾼等専⾨
学校と共同で、情報通信技術（IT）を応⽤しこれらを改善する農業⽤ハウスを開発する研究に取り組んでいます。
開発する農業⽤IoT環境制御システムは、スマートホンやタブレット端末などを⽤い、インターネットを通じて
農業⽤ハウス内の環境状態を各種センサを通じて把握し、環境項⽬を制御して管理するものです。 
 
１ 農業IoT化への取組み 
１－１ IoTのためのフィールドセンシング 

農業⽤ハウスで必要な環境制御項⽬は飽差※、⽇射、⼆酸化
炭素、⼟壌、⽔分であり、農業⽤ハウスには、これらを感知す
るためのフィールドセンシング技術と、これらを制御するため
のデバイスが必要となります。 
（※飽差とは︓１m3の⼤気中において、ある温度と湿度の空気に、追加でど

れだけ⽔蒸気の⼊る余地があるかを⽰す指標で、空気１m3あたりの⽔蒸
気空き容量をグラム︓単位［g/m3］で表したもの） 

センシング項⽬および⽅式・特徴等を表１に⽰します。 
飽差センシングには温度センサと湿度センサを⽤います。温

度センサは、気温を測定するため、熱電対、測温抵抗体、サー
ミスタなどの⾮接触式を⽤います。湿度センサは、湿分を吸湿
または脱湿する感湿材を⽤い、電極間の電気パラメータ（抵抗
値、静電容量）を測定します。⽇射センサは、シリコン型太陽
電池と同様な分光感度を持つフォトダイオード検出器を使⽤し
ます。分光感度範囲は400〜1100nm、測定範囲は0〜2000W/ 
m2で、温度特性・⼊射⾓特性に優れるものを⽤います。 

⼆酸化炭素のセンシングはNDIR（⾮分散⾚外線⽅式）を使
ったCO2測定⽤ガスセンサーモジュールを⽤います。動作温度
は-20℃〜50℃、出⼒はTTL-UART、I2C、アラーム、アナログ
電圧が選択できます。⼟壌の⽔分を検出するセンサは、⼟壌の
体積含⽔率、電気伝導度、温度の複合センサです。体積含⽔率
測定は折り返し平⾏伝送線路⽅式で、測定範囲は空気中(0%)
から ⽔中(100%)に対応したものを選定しています。 

⽔分センサは、LM393オペアンプ・コンパレータ式で防蝕⾼
電導ニッケルプレートをセンサボードとしたものを⽤い、⾬や
⾬滴を検出します。また、農業ハウスそのものの保全のため、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (a)外観 

表１ センシング 

センシング ⽅式・特徴 
温度 ⾮接触(型熱電対、測温抵抗体、サーミスタなど)
湿度 感湿材静電容量式 
⽇射量 フォトダイオード検出器 
⼆酸化炭素 ⾮分散⾚外線⽅式 
⽔分(⼟壌体
積含⽔率) ⼟壌体積含⽔率、電気伝導度、温度の複合式 

⽔分(⾬滴) LM393 コンパレータ・ボード式、デジタル閾値式
⾵速計測 0.4V (0 m/s ⾵速) 〜 2.0V (32.4m/s ⾵速） 図１ IoT 環境制御システムを有する農業ハウス 

(b)農業ハウス内部の構成機器 

 (c)潅水用の電磁弁と制御装置 
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換気の際には周囲の⾵情報が重要です。植物の育成に直接的に
関係しないことから、簡便に⼊⼿できるリーズナブルなアナロ
グ電圧出⼒付きの⾵速計測センサを⽤いています 
１－２ IoT環境制御システム 

図１がIoT環境制御システムを有する農業ハウスです。図
１(b)は農業ハウス内部の構成機器、図1(c)は潅⽔(かんすい)
⽤の電磁弁と制御装置です。農業ハウスのIoT環境制御シス
テムについて表２に⽰します。 

本システムでは、100V商⽤電源での駆動が可能ですが、商
⽤電源が使えない場合を想定して、太陽電池パネルとバッテ
リを備えています。スマートホンまたはタブレット端末を⽤
いて、遠隔地からAndroidまたはiOS対応のWEBアプリで農業
⽤ハウス内のセンサ状態管理や制御を⾏います。このため、
IoT環境制御システムは、モバイルルータにてインターネッ
トに接続されています。システム制御装置のハードウェアは
ESPファミリ製品、ソフトウェアはArduino SDKベースとな
っています。農業⽤IoT制御システムの監視画⾯を図２(a)に、
開発中のWEBアプリ制御画⾯を図２(b)に⽰します。 

データ通信プロトコルは、⾮常に軽量なMQTT (Message 
Queue Telemetry Transport)⽅式にてシステムを構築してい
ます。図３にこの概念を⽰します。 
 
２ 終わりに 
 ふくいオープンイノベーション推進機構(FOIP)による産学
官⾦連携体制のもと、農業事業者の労働⼒不⾜、過酷な作業
条件などの課題に対し、情報通信技術（IT）を応⽤して解決
を図る、農業ハウス⽤IoT環境制御システムについて紹介し
ました。 

本技術開発「次世代農業を実現可能なIoT環境制御システ
ムの機能強化に関する研究」は、県の「将来のふくいを牽引
する技術開発⽀援事業補助⾦」を活⽤しています。 
 FOIPでは、引き続き産学官⾦で連携し、外部資⾦獲得、新
事業展開や事業計画策定⽀援など、事業化までの積極的な⽀
援を⾏っていきます。 
 
 
 担当者 新産業創出研究部 宇宙技術研究グループ 

主任研究員 松井多志 (専門分野／フィールドセンシング)
図３ 通信プロトコル概念図 

 (a) 農業用 IoT 制御システムの監視画面(例) 

(b) 開発中の WEB アプリ制御画面(例) 

図２ 農業用 IoT 制御システム監視と制御画面 

表２ IoT 環境制御システム 

保全機能 ⽅式・特徴
太陽電池パネル 太陽光による発電 

バッテリ 蓄電および電源供給 
電源制御装置 電源分配制御、商⽤ 100V から電源変換

モバイルルータ 公衆網接続通信機能 
（技術基準適合認定品）

制御装置 ハード︓ESP ファミリ 
ソフト︓Arduino SDK ベース

アプリ機能 ⽅式・特徴
状態監視制御 Android / iOS 対応、WEB アプリ

データ通信プロトコル MQTT (Message Queue Telemetry 
Transport)⽅式 
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工業技術センターが技術支援した県内企業の発明が 
近畿地方発明表彰を受賞しました！ 

トピックス 

工業技術センター職員が「中部公設試験研究機関研究者表彰」を 
受賞しました！ 

トピックス 

 

 
 
 
 

⼯業技術センターが技術⽀援した県内企業の３件の発明が、令和元年度近畿地⽅発明表彰を受賞しました。 
「近畿地⽅発明表彰」では、近畿地⽅（福井県、滋賀県、京都府、⼤阪府、兵庫県、奈良県、和歌⼭県）に

おいて実施されている優れた発明、考案または意匠を⽣み出した技術者・研究開発者を表彰しています。  
○中⼩企業庁⻑官賞 

発明名称︓⾼⾳質なシンバル⽤⾼錫濃度ブロンズ合⾦（特許第 5928624 号） 
発 明 者 ︓株式会社⼤阪合⾦⼯業所 研究開発部 部員 ⼩川渉 ほか 3 名 
発明概要︓従来のシンバルは割れが発⽣しやすく、材料から⾳質を変化させる

ことができなかったが、最適な素材配合により割れにくく、かつ、
⾳質を調整できる技術を確⽴し、ロック（明るい⾳）やクラシック
（ダークな⾳）といったジャンルに合わせた⾳質のシンバル⽤合⾦
を発明した。 

⼯業技術センターの⽀援内容︓発明したシンバル⽤合⾦の⾳響試験について技術
⽀援を⾏った。（経済産業省「戦略的基盤技術⾼度化⽀援事業」）  

〇福井県発明協会会⻑賞 
発明名称︓密着締付式サイズフリー容器運搬袋（特許第 5920754 号） 
発 明 者 ︓株式会社ミヤゲン 取締役会⻑ 宮元武壽 
発明概要︓コンビニやファーストフード店などにおいて、コーヒーやジュースなどの飲み物容器をテイクア

ウトする場合に、従来の⽳空き段ボールを使わず、フイルムのみでカップが倒れない袋を発明した。 
⼯業技術センターの⽀援内容︓発明した袋の引っ張り試験などについて技術⽀援を⾏った。また、この発明

を⽤いた製品の JIS 規格化の⽀援を⾏った。（経済産業省「新市場創造型標準化制度」）  
〇発明奨励賞 

発明名称︓3 次元多層構造織物クッション材（特許第 4362465 号） 
発 明 者 ︓永平寺サイジング株式会社 代表取締役 河合国昭 ほか 2 名 
発明概要︓従来の織物クッション材は、へたりやリサイクル性に問題があったため、へたりが少なく、リサ

イクルが可能な織物クッション材を発明した。 
⼯業技術センターの⽀援内容︓発明した織物クッション材の圧縮試験などについて技術⽀援を⾏った。 

 
 
 
 
 
 
 

⻑年、本県の漆器産地に対して評価・材料分析技術による技術⼒向上⽀援を⾏い、⾷器洗浄機対応漆器の開
発や漆器の抗菌性実証に貢献したことにより、⼯業技術センター渡邉主任研究員が中部公設試験研究機関研究
者表彰会⻑賞を受賞しました。  
＜公益財団法⼈中部科学技術センター 会⻑賞（指導功績者）＞ 

化学・繊維部 主任研究員 渡邉 暢⼦  
※「中部公設試験研究機関研究者表彰」とは 

概要 中部地域の公設試験研究機関に所属し、地域産業の発展に貢献した研究者を表彰するもの。 
主催 公益財団法⼈中部科学技術センター  

「評価・材料分析技術による地域産業界の技術⼒向上⽀援」 
 福井県の漆器業界で課題となっている塗膜の変⾊原因究明や漆の機能性向上に努め、20 年以上にわたり
県内の漆器産地で漆の技術普及講習会を開催し、産地に密着した技術相談、依頼試験、共同研究を⾏い漆器
産地への技術⽀援を⾏いました。漆器に付着する埃の混⼊を低減させる塗装⼯程管理の指導から、今までに
ない透明性を向上させた漆を開発し海外顧客向けの新規漆器の開発など、漆器産地が抱える⽇常的な問題の
解決から新市場開拓⽀援まで多岐にわたっています。特に、⾷器洗浄機対応漆器や電⼦レンジ対応漆器の開
発、IH による⾃動加熱調理が可能な新しい⾷器を開発する企業を⽀援することで、漆の落ち着いた光沢や
上品で華やかさが特徴である「越前漆器」のブランド化を進めるだけでなく、新しい⽣活様式に受け⼊れら
れる先進的な漆器を提案し販路拡⼤の⽀援を⾏いました。 
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「ふくい産業ロボット研究会」設立 

トピックス 

 

 
 
 

県では、少⼦⾼齢化や都市圏への⼈⼝移動による労働⼒不⾜から、⾃動化・省⼒化のニーズが⾮常に⾼まっ
ています。ロボットのユーザ企業それぞれに特化した事案や、これまで⾃動化の検討がなされなかった作業に
取り組み、解決していかなければならない状況においては、産業⽤ロボットの活⽤、ロボティクス技術の習得
は不可⽋です。産業⽤ロボットを上⼿に活⽤すれば、⾼い⽣産性を維持しつつ⼤きな利益を⽣み、さらには若
い働き⼿への訴求⼒にもなり得ます。 

そこで、⼯業技術センターでは、「ふくい産業ロボット研究会」の設⽴を通じて、産業⽤ロボットに関する
情報共有を図りながら、その利⽤拡⼤と県内企業の⽣産性向上を⽀援していくことといたしました。 

本研究会の活動内容は、次のとおりです。 
１ 技術講演会、参加企業のディスカッションの開催 
２ ロボット・⾃動化関連先進企業等の視察 
３ ワーキンググループによる成果発表会等の開催 

⾃動化ニーズをお持ちの企業、⾃動化技術をお持ちの企業の双⽅、および⽀援機関等にもご参加いただき、
活発な交流を促したいと考えております。ぜひ、本研究会へご参加ください。 
 
◇ ふくい産業ロボット研究会 キックオフセミナー 

研究会の設⽴にあたり、11 ⽉ 1 ⽇に⼯業技術センターにおい
て「ふくい産業ロボット研究会 キックオフセミナー」を開催し
ました。ロボットを活⽤したものづくりの未来、また、産業⽤ロ
ボット活⽤のための基礎認識について講演を⾏い、産業⽤ロボッ
トの導⼊や活⽤にご興味をお持ちの約 40 名の⽅にご参加いただ
きました。 
 
◇産業⽤ロボットに関する特別教育講習会 

産業⽤ロボットをティーチングなどで操作する⽅に対しては、
労働安全衛⽣法において特別な教育を受講することが義務付けら
れています。そこで、県内の産業⽤ロボットシステムインテグレ
ータ、ユーザの⽣産技術者、機械運⽤者などを対象に、11 ⽉ 6
〜7 ⽇の 2 ⽇間、講師として、㈱バイナスの⼤屋和裕⽒をお招き
し、産業⽤ロボットに関する特別教育講習会を開催しました。 

 
日程 科目 講習内容 

1 日目 学科 

産業用ロボットに関する知識 

産業用ロボットの教示等の作業に関する知識

関係法令 

2 日目 実技 
産業用ロボットの操作の方法 

産業用ロボットの教示等の作業の方法 
 
◇ 今年度の活動スケジュール（予定） 

時期 テーマ 内容 

令和２年１～３月 SIer 講習会１回目 産業用ロボットのシステム構築に関する講習 

SIer 講習会２回目 産業用ロボットのシステム構築に関する講習 

ディスカッション ロボットの導入、活用に関する討論 

産業用ロボット活用セミナー 市販ロボット（安全柵なし）の紹介やデモなど 

ロボット技術に関する視察研修 ロボット導入企業等へのバスツアー 
 
◇ ⼊会申し込みについて 

【申 込】 ⼊会届出書にご記⼊の上、ＦＡＸまたはメールにてお申し込み下さい。 
（⼊会届出書については、下記の連絡先までお問い合わせください。） 

【会 費】 無 料 
【お問い合わせ】 ふくい産業ロボット研究会 事務局  岡橋、元⼭、佐野 

          Mail first@fklab.fukui.fukui.jp  電話 0776-55-0664 FAX 0776-55-0665 

キックオフセミナー 

特別教育講習会 
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研 究 者 紹 介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

繊維技術を応用した再生医療 

製品に関する研究 

化学・繊維部
繊維研究グループ 
主任研究員 岩下美和 
（専⾨分野︓繊維物性・機能性評価） 

CFRP 穿孔用ハイブリッド型 

バリレス穿孔ドリルの開発 

機械・⾦属部
⾦属加⼯研究グループ 
主任研究員 嶋⽥浩⽂ 
（専⾨分野︓機械加⼯、精密測定）  

近年、CFRP(炭素繊維強化プラスチック)が⾦属に替
わる材料として、⾃動⾞や航空機などの輸送機器、宇
宙、産業資材など様々な分野において⽤途展開が図ら
れています。CFRP は鉄と⽐較した場合、⽐重で 1/4、
⽐強度で 10 倍ある 「軽くて強い材料」という特徴があ
ります。また、板材として成形された CFRP は、炭素
繊維に樹脂を含侵させた厚さ数⼗μｍのシートを数⼗
枚積層した断⾯構造をしています。 

CFRP を部品や製品として使⽤するためには、切削
加⼯や穿孔（⽳あけ）加⼯が必要となります。 

特に穿孔（⽳あけ）加⼯においては、貫通⽅向にか
かる⼒が積層⾯の接合強度を超えてしまうと、層間剥
離を引き起こし、素材強度の低下を招く他、加⼯部位
の表層剥離やバリ、繊維の切り残しが発⽣するなど機
械加⼯泣かせの難加⼯材料であります。その主な原因
は、含まれる炭素繊維が⾮常に硬いことと、樹脂と炭
素繊維から成る複合材料による軟-硬と順番に繰り返
される断続切削⼯程が、⼯具刃先にダメージを与え、
刃先のチッピングや早期摩耗を引き起こす事で発⽣し
ます。  

こうした問題を解決する新しいドリルの研究開発を
進めた結果、CFRP や⾦属等の穿孔加⼯時に⽣じるバ
リの発⽣を抑制し、⻑寿命かつ⾼品質穿孔加⼯可能な

バリレス穿孔ドリルの開発に成功しました。（国内特許
登録︓第 5135614 号） 

このドリルの特徴は、ドリルの先端からシャンクに
向かって、ドリル+テーパエンドミル+リーマを⼀体構
造化したハイブリッド形状としたことで、市販ドリル
に⽐べ刃⻑は⻑く、穿孔抵抗が低くなります。 

ダイヤモンドコートしたΦ5mm の穿孔試験では、
2,000 ⽳以上のバリレス穿孔を確認しました。

繊維は⾐服から航空機材料まで幅広い分野で使われ
ており、様々な⽤途へ活⽤の可能性を広げています。
その中の⼀つに医療分野があり、繊維を使⽤した医療
製品としては、古くからはガーゼや包帯、新しいもの
では⼈⼯⾎管やステントが知られています。医療現場
からも繊維製品に関するニーズは増えており、今後の
市場拡⼤が期待できる分野です。 

繊維研究グループでも医療材料に関する研究に取り
組んでおり、⼩⽿症の治療に⽤いる軟⾻再⽣⾜場材の
開発を⾏っています。体に吸収される繊維を使⽤し、
⽿の形に成形した⾜場材の中で軟⾻細胞を成⻑させる
ことで新しい⽿を作ります。⾜場材には軟⾻細胞が成
⻑するための栄養を外部から取り込むための隙間が必
要ですが、その隙間が⼤きすぎると潰れやすくなり、
繊維の太さ、隙間の⼤きさ、曲げやすさなどのバラン
スが重要になります。試作には組紐を製造する装置を
使⽤しており、円筒型製紐機と⾓材型製紐機を導⼊し
ています。 

市販ドリルによる穿孔   開発品による穿孔

開発したバリレス穿孔ドリル 

試作した足場材 耳形状にした足場材 

臨床試験にも対応できるように洗浄機や乾燥機、滅
菌⽤オートクレーブなどもクリーンルーム内に整備し
ました。現在、⼤学附属病院の協⼒を得て、臨床試験に
向けた準備を⾏っています。 

また、研究の他に繊維製品の製造⼯程で発⽣する C
反の原因を調べる⽋点解析を⾏っており、たて筋やよ
こ段、汚れの付着がどの⼯程で発⽣したかを様々な測
定機器を⽤いて推測します。⾃社でも解析ができるよ
う試験⽅法の相談も受けていますので、お気軽にお問
い合わせください。 
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展 示 会 出 展 報 告  

 

１ Taiwan Innotech Expo（台湾） 
「Taiwan Innotech Expo 2019」は、機械、⾦属、情報通信、環境、農林⽔産、⾷品などの様々な分野

の特許や発明技術に関するアジア最⼤級の展⽰会であり、9⽉26〜28⽇、台北世界貿易センター（Taipei 
World Trade Center）で開催され、⼯業技術センターも初めて出展しました。今年は537社が出展し、約
45,500⼈の来場がありました。 

⼯業技術センターからは、薄層炭素繊維シート、レーザ微細加⼯技術、太陽光発電テキスタイルの研究
開発について展⽰を⾏いました。最先端の研究成果を紹介することにより、技術移転している県内企業の
アジア展開に向けた製品開発、販路開拓を後押ししています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 北陸ヤーンフェア 2019 

⼀般社団法⼈⽯川県繊維協会と⼀般社団法⼈福井県繊維協会主催の「北陸ヤーンフェア2019」は北陸最
⼤の⽷の展⽰会として、10⽉16〜17⽇に福井県産業会館１号館で開催されました。この展⽰会には「進化
する‟⽷“深化する‟エコロジー・サスティナビリティ“」をテーマの下、59社・団体という過去最⾼の出展
者が出展しました。 

⼯業技術センターでは、炭素繊維複合材料やe-テキスタイル等の繊維関連の研究開発について展⽰を⾏
いました。⾮常に盛況で、多くの⽅々にお越しいただきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

福井県工業技術センターニュース Ｎｏ.１３９  令和元年１２月発行 

編集・発行  福井県工業技術センター 企画支援室 

〒910-0102  福井県福井市川合鷲塚町61字北稲田10 

Tel：0776-55-0664 Fax：0776-55-0665 

E-Mail：kougi@fklab.fukui.fukui.jp  URL：http://www.fklab.fukui.fukui.jp/kougi/ 

 

 

【担当】企画⽀援室 技術相談グループ

19.12.18570

表紙：フレキシブル導波管
☆環境への配慮から、ご来場につきましては、できる限り公共交通機関を利用してください。 

また、止むを得ず自動車で来られる場合には、アイドリングストップにご協力ください。 

（本誌掲載の写真・記事の無断転用を禁じます。） 
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